
　今回より「奈川ぐるぐるカフェ

2023」として新たにスタートした、

地域で新たな活動を生み出すワー

クショップ。今年度の進め方についてstudio-Lの洪さんよ

り説明がありました。「今年度の奈川ぐるぐるカフェは、

毎月１回程度継続して開催していきます。ここでは、集ま
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・おわりに

ったメンバーで様々なテーマについて話し合ったり、生ま

れたアイデアを試す準備をする場です。話し合いのテーマ

や開催時期なども、参加するみなさんのリクエストをもと

に運営していきます。チームごとの個別の相談や活動は、

引き続き支援していきます。」

　さらに、当日のぐるぐるカフェをより良いものにしてい

くためのルールが提案されました。



話し合い①

今後について

ま、奈川に関わっていらっしゃるみなさまな

どどなたでもご参加いただけます。ぜひご参

加ください。詳しくは、奈川地区地域づくり

センター（0263-79-2121）まで。
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軒下ベンチプロジェクト

川ぐるぐるカフェで生まれたチームごとに、

今後の活動について検討しました。

　話し合い①では、奈

　奈川ぐるぐるカフェは、

奈川に住んでいるみなさ

たちの学びの場や子育てについて、奈川での

仕事づくりなどについて話し合いました。

　大学生の関わり方としてはマルシェなどの

イベントへの参加や子どもたちに勉強を教え

たり、ホームステイ方式で農業インターンを

したら面白そうという声が上がりました。子

育て中の方からも、子どもの勉強を見てほし

いというリクエストがあったり、地区の運動

会に学生が参加してはどうかという案も出ま

した。またそれらを実施する上で課題となる

のが学生が、奈川へのアクセス方法。奈川版

ライドシェアや送迎専用LINEグループをつ

くるなどの案が出されました。

　話し合い②では、大

学生の関わり、子ども

あおぞらマルシェ

　次回は、いつどこで実施するのかなど具体的

な相談をしました。夏にフォレストフィールド

で実施することを視野に入れつつ、今後もスキ

ー場の活用については検討していきたいと考え

ています。

 地域でベンチプロジェクトを応援してくれる

人が増えてきました。今後はベンチにロゴや

サインなどをつけて、ベンチプロジェクトの

ベンチであることがわかるようにしていきた

いと考えています。

コキアでほうき

　すでに多くの方に申し込みをいただき、来年

もほうき作りを開催する予定です。そのために

コキアを育てる段階から、いろいろな人に関わ

ってもらえるアイデアを考えました。さらにゆ

くゆくは、フォレストフィールドを奈川のコキ

アスポットにしたいという夢も語りあいました。

当日のごはん

ごはんを食べながら話せたらいいな」という

みなさんのリクエストにお答えして、今回は

スープ２種とサラダ２種をご用意しました。

参加者にも一品持ち寄りをお願いしたところ、

テーブルに乗り切れないほどの食べ物が集ま

りました。みんなで美味しいものを頬張りな

がら、話し合いは進みました。

「ぐるぐるカフェでは

話し合い②


